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遺伝子組換え（ＧＭ）食品 とは？

GMO
Genetically Modified Organism
遺伝子 組換え 作物

厚生労働省｢遺伝子組換え食品の安全性について｣より
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 アグロバクテリウム法： アグロバクテリウム（土壌中の微生物）が自分の遺伝子を植物体に
組み込むことができる性質を利用して開発された方法

遺伝子組換え技術

社団法人農林水産先端技術産業振興センター（略称 STAFF）バイテクコミュニケーションハウス より
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遺伝子組換えの目的

品種改良
人が利用するのに都合のよい形質に変える

生産性向上：

多収性、耐病性、耐虫性、早熟性、短茎性、耐塩性、

耐倒伏性など

食用部分の品質向上：

有害成分の低減／除去、有用成分の増加／付与、

食味など
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害虫抵抗性トウモロコシ

Bt遺伝子：土壌微生物（Bacillus thringiensis）がもつ、チョウ目などの
特定の昆虫が食べると死んでしまうタンパク質（Btタンパク
質）を作る遺伝子

農林水産省 遺伝子組換え農作物を知るために （STAFF） より
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除草剤耐性ダイズ

グリホサート：植物体内のアミノ酸合成酵素を阻害
→すべての植物を枯らす化合物（農薬）

グリホサート耐性：グリホサートによる酵素阻害を受けなく
する遺伝子を組み込み、グリホサートの影響
を受けない性質を付与

農林水産省 遺伝子組換え農作物を知るために
（STAFF） より
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世界のGM作物栽培状況
2017年

遺伝子組換え食品の表示制度に関する情報交換会資料 平成30 年10 月 消費者庁食品表示企画課

①

➁③

④

⑤
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遺伝子組換え食品の表示制度に関する情報交換会資料 平成30 年10 月 消費者庁食品表示企画課

世界のGM作物栽培状況（2017年）
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遺伝子組換え食品の表示制度に関する情報交換会資料 平成30 年10 月 消費者庁食品表示企画課

我が国における大豆およびトウモロコシの
輸入量およびGM作物の作付面積割合
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非組換え農作物（non-GMO）の分別流通法

農家 カントリー
エレベーター

リバー
エレベーター

貨物船

エクスポート
エレベーター

ＩＰ ＩＰ

選別工場

加工工場

湾岸サイロ 食品製造会社

ＩＰ（Identity Preserved）ハンドリング: 分別生産流通管理

IP

ＩＰ
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GM作物（食品）の安全性審査

厚生労働省 遺伝子組換え食品の安全性について より
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GM食品の安全性の評価基準（概要）

遺伝子組換え食品の表示制度に関する情報交換会資料 平成30 年10 月 消費者庁食品表示企画課



遺伝子組換え食品の表示制度に関する情報交換会資料 平成30 年10 月 消費者庁食品表示企画課

GMOの安全性を確保する仕組み



日本で食品としての流通が許可された
（安全性審査済み）ＧＭ作物

8作物 320品種 （2019年５月17日現在）

ダイズ
ナタネ

とうもろこし：206品種
（ｽﾀｯｸ：175)

てんさい：3品種

除草剤の影響を
受けない遺伝子
不稔性の遺伝子
稔性回復の遺伝子

害虫に強い遺伝子
ウイルスに強い遺伝子
アクリルアミド産生低減

除草剤の影響を受けない
遺伝子
オレイン酸高産生の遺伝子
害虫に強い遺伝子

除草剤の影響を受
けない遺伝子
害虫に強い遺伝子
リシン高産生
耐熱性α-アミラーゼ

害虫に強い遺伝子

除草剤の影響を
受けない遺伝子

除草剤除草剤の影
響を受けない遺伝子

除草剤の響を
受けない遺伝子

大豆：28品種
（ｽﾀｯｸ：10）

アルファルファ
：5品種（ｽﾀｯｸ：2）

なたね：21品種
（ｽﾀｯｸ：4）

じゃがいも：9品種

ウイルスに強い
遺伝子

55-1系統

パパイヤ：1品種

17

わた：47品種
（ｽﾀｯｸ：25)
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義務表示

義務表示

任意表示

ＧＭ食品の表示義務は？
２００１年（平成１３年）４月から、食品衛生法（厚生労働省）およびＪＡＳ法
（農林水産省）に基づき、ＧＭ食品の表示を義務化
現在は、食品表示法（消費者庁）。

「遺伝子組換え」

「遺伝子組換え
不分別」

IPハンドリングが行わ
れておらず、GMO
（安全性審査済み）
が混ざっている可能
性がある。

「何も表示がない」
「遺伝子組換えでない」

ＩＰハンドリングさ
れた非遺伝子組換え
原料を使用している。

GMO（安全性審査済
み）が混ざってる。
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表示義務のない（任意表示の）加工食品

表示が不要な加工食品 対象農作物

しょう油

大豆油

コーンフレーク

水飴

液糖

デキストリン

コーン油

菜種油 菜種

綿実油 綿実

大豆

トウモロコシ

加工後に組み換えられたDNAまたは
それによって生じたタンパク質が残存しない加工食品



21

内容

 遺伝子組換え（ＧＭ）食品 とは？

 日本の状況は？

輸入状況

安全性審査

表示義務

検査法

 神奈川県の取り組み

検査と研究



22

輸入品の検査
厚生労働省検疫所

※命令検査：輸出国の事情、食品の特性

などから、違反の可能性が高いと判断され
る食品について、厚生労働大臣の命令に
より輸入者自らが費用を負担して登録検査
機関で実施する検査

※モニタリング検査：輸入食品の衛生上の

状況を把握することを目的として、国が年
間計画を作成し、実施する検査

食品が輸入される際の抜き取り検査

厚生労働省 遺伝子組換え食品の安全性について より

流通
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結果報告書

店舗または
食品製造会社

神奈川県
衛生研究所

神奈川県
生活衛生課

検査依頼

報告 検査結果

収去

県内流通

県内流通品の検査
神奈川県食品衛生課・衛生研究所
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日本（厚生労働省）で通知されている試験

安全性未審査のＧＭ作物（食品）

定性試験
トウモロコシ：CBH351（害虫抵抗性）、 Bt10（害虫抵抗性）、

DAS59132（害虫抵抗性＆除草剤耐性）

パパイヤ： PRSV-YK、SC、HN（ウイルス抵抗性）

コメ：LL601 （除草剤耐性）、63Bt、NNBｔ、CpTI（害虫抵抗性）

亜麻：ＦＰ967（除草剤耐性）

ナタネ：RT73（除草剤耐性）

コムギ：MON71700、MON71800（除草剤耐性）

バレイショ：F10、J3 (葉枯れ病対策、アクリルアミド生成が少ない)

サケ：AquaAdvantage (成長促進)

検出されては
いけない
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定性試験（ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法）

DNA抽出

1検体あたり2回抽出

ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

GMO使用の表示なく安全性審査済みのGMOが混入していないか
大豆加工品、トウモロコシ加工品、パパイヤ（加工品）

120gを
均質に粉砕混合

安全性未審査のGMOが混入していないか
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IPハンドリングが行われた作物（大豆、トウモロコシ）に

意図せざる混入として許容される
GM作物の混入率

（安全性審査済みGM作物）

現実の農産物および加工食品の取引の実態として、分別生産

流通管理（IPハンドリング）を適切に行うことにより、最大限の努力

をもって非遺伝子組換え農産物を分別しようとした場合でも、その

完全な分別は困難であり、遺伝子組換えのものが最大で５％程度

混入する可能性は否定できません。

そこで、我が国では、分別生産流通管理(IPハンドリング)が適切

に行われていれば、大豆およびトウモロコシについて、５％以下の

意図せざる混入を認めています。
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定量試験（ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法）

DNA抽出

1検体あたり３回抽出

500gを均質に
粉砕混合
（豆腐は1包装）

ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

消費者庁通知法は『ダイズおよびトウモロコシ穀粒』のみ対象

GMO使用の表示なく安全性審査済みのGMOが5％を超えて混入していないか
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定性試験（ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR法）

DNA抽出

1検体あたり2回抽出

ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR

GMO使用の表示なく安全性審査済みのGMOが混入していないか

大豆加工品、トウモロコシ加工品、パパイヤ（加工品）

120gを
均質に粉砕混合
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アメリカ：表示義務なし

遺伝子組換え食品の表示制度に関する情報交換会資料 平成30 年10 月 消費者庁食品表示企画課

「遺伝子組換えでない」表示が認められる混入基準
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神奈川県の取り組み

平成30年度 組換え遺伝子検査

コメ加工食品（米粉、ビーフン、ライスペ－パ－）：１０検体

トウモロコシ加工食品（冷凍コーン、缶詰コーン、コーンスナック）：１４検体

ダイズ穀粒：６検体

ダイズ加工品（豆腐、厚揚げ）：１２検体

神奈川県は、食品衛生法により遺伝子組換え作物含有食品の表示が義務づけら
れた平成13年度（2001年）に検査を開始し、毎年検査を実施しています。

研究

厚生労働省通知（安全性未審査のGM）検査法の開発

◆ トウモロコシ加工食品のDNA抽出精製法の開発

◆ コメのDNA抽出精製法の開発

◆ パパイヤのDNA抽出精製法の開発

◆ サケのDNA抽出精製法の開発

国立医薬品食品衛生研究所との共同研究

消費者庁通知（安全性審査済みGM）検査法の開発

◆ 表示制度改正に関わる共同研究



ミビョーナ ミビョーネ

ご質問等ありましたら遠慮なくどうぞ


